
○「山梨県土砂の埋立て等の規制に関する条例」について

・平成１９年７月の条例制定当時、関東近県においては土砂の埋立てを規制する条例が制定されており、規制
のない本県に建設残土等が搬入され埋立てが行われることが懸念されていた。

・土砂の埋立て等を包括的に規制する法律や条令はなく、国や県の指導、監督が及ばない場合があるため、一
定規模以上の土砂の埋立て等を許可制とする規制条例を制定し、土砂の崩壊等の防止を図ることした。

○条例の概要について

・３，０００㎡以上、かつ高さが１ｍを超える土砂の埋立て等を行おうとする者は、土砂の埋立て等の用に供
する土地の区域ごとに、知事の許可を受けなければならない。

土砂条例について①

＜埋立て等の行為＞

発生土

資料４

土砂条例について②

　　条例第７条第１項による申請 　　　条例第７条第２項による申請

　　　（一時たい積行為以外） 　　　　　（一時たい積行為）

提出するもの 提出するもの

・申請書（第２号様式） ・申請書（第３号様式）

・土地使用同意書（第４号様式） ・土地使用同意書（第４号様式）

・別紙「申請書に添付する図書一覧」 ・別紙「申請書に添付する図書一覧」

　に掲げる図書 　に掲げる図書

（正本１部、副本２部）

（林務環境事務所に提出）

（許可書交付、市町村へ通知）

土砂の埋立て等を行う者の義務

土砂の埋立て等の変更

①標識の掲示（第７号様式）

②土砂の搬入の届出（5,000㎥までごとに）

提出するもの

・土砂搬入届出書（第８号様式） 規則で定める軽微な変更

・土砂発生元証明書（第９号様式）

③土砂管理台帳の作成

・一時たい積行為以外（第１０号様式） 相続、合併又は分割

・一時たい積行為（第１１号様式）

（３０日以内）

④定期報告（６か月ごと、各期間の経過後２０日以内）

提出するもの 譲受け

・土砂の埋立て等状況報告書（第１２号様式）

・土砂管理台帳の写し

⑤県が求める報告、立入検査等への対応

２０日以内 許可取消し

完　　了

無許可埋立て等

完了（廃止）届（第１３号様式）

変更申請（第５号様式）

欠格要件該当

１年以上中断

無許可変更

許可条件違反

確認

罰則

申　　請

許　　可

変更許可

措置命令

不正手段による
許可取得

変更届出書（第６号様式）

承継届出書（第１４号様式）

譲受許可申請書（第１５号様式）

許可

○手続きの流れ

○許可の基準
・申請者が条例第９条に定める欠格要件に該当しないこと
・土地所有者等の同意を得ていること
・事業実施の確実性があること
・土砂のたい積の構造が、構造上の基準に適合していること
・完了時及び埋立て時に必要な災害防止措置が講じられていること

○土砂の埋立て等を行う者の義務
・標識の掲示
・土砂の搬入の届出
・土砂管理台帳の作成
・定期報告（６ヶ月ごと、各期間経過後２０日以内）
・県が求める報告、立入検査等への対応

○申請に必要な書類

・申請書
・事業の同意書
・土地の状況（謄本等）
・他法令の許可書等
・工程表
・土砂搬入計画（土砂の性状が分かる資料含む）
・埋立て後の形状が分かる資料（図面等）
・排水計画関係資料
・構造物の安定計算等
・隣接地との境界が確認できる資料・・・・・・・・・・・・等



土砂条例について③

○罰則について

・条例第２６条で規定しており「許可を受けずに埋立て等を行った者」または「措置命令に違反した者」
が罰則の対象

・「２年以下の懲役」または「１００万円以下の罰金※」

○措置命令について
・条例第１８条第１項、第２項
土砂の崩壊等を防止するため緊急の必要があると認めるときは、「許可を受けた者」または「許可を受けず
に土砂の埋立て等を行った者」に対し、当該土砂の埋立て等の停止及び土砂の崩壊等の防止のために必要な
措置を講ずべきことを命ずることができる

※地方自治法第１４条第３項で規定する「条例に定めることのできる罰則」の上限

第２６条に基づく
罰則の対象

3,000㎡以上の
埋立て等の行為者

許可を受けずに行為を行った者

措置命令に違反した者

土砂条例について④

○市町村⻑の意見

・条例第９条第３項の規定により、許可を行う場合は、埋立て等の用に供する土地の区域を管轄する市町村
⻑の意見を聴くことしている。

○他法令との兼ね合い
・砂防法、軌道法、土地改良法、森林法等に基づき実施される公益事業については、許可、届出とも不要

・鉱業法、採石法、河川法、都市計画法等の他の法令または条例の規定による許可等の処分に係る埋立て等
については、許可不要（ただし届出は必要）

○許可状況

・平成２０年１月の条例施行以降、これまでに４６件、１１５㏊を新規に許可

・許可後に崩壊等が発生し、問題となった事例なし


